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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や日本銀行の経済政策などにより緩やかな回復基調を

たどる一方、中国経済の失速やイギリスのEU離脱問題による影響、アメリカの金融政策の動向など先行き不透明

な状況で推移いたしました。

当衣料品小売業界におきましては、天候不順やインバウンド需要の減退などにより、厳しい状況が続いており

ます。

このような環境の下、当社グループにおきましては「健康」をキーワードに事業を展開するなどの差別化戦略

がお客様の支持を得たこともあり、全般的に堅調に推移いたしました。

商品面では、前期に続きお客様からご好評をいただいている「ストレス対策スーツ」に、着心地の良さとスタ

イリッシュさを、さらに加えた「新ファイテンニットスーツ」を発売いたしました。また、お客様のご要望にお

応えした女性版「ストレス対策スーツ」として、「ファイテンニット ウォッシャブルセットアップ」も発売いた

しました。加えて、紳士服業界で初となる「三次喫煙対策シリーズ」を発売するなど「健康」をキーワードにし

た商品の販売を拡大いたしました。さらに、当社のワイシャツ部門における最大のヒット商品である完全ノーア

イロンの「アイシャツ」の販売着数が今期更に加速し、累計150万枚を突破するなど、お客様の声を反映した商品

の販売も好調に推移いたしました。

また、ファッション人工知能を新たな顧客コミュニケーションとして試験導入するなど、お客様満足度をさら

に向上させるための新しい施策も積極的に導入いたしました。

加えて、連結子会社である株式会社ＢＡＳＥ（ベース）で新ブランド「ＹＥＶＳ-supply-（イーブスサプラ

イ）」の事業展開を始めました。このブランドは、レディス・メンズのアパレルブランドで、ショッピングセン

ターを中心に７店舗を出店いたしました。

店舗数に関しましては、当社グループ全体で40店舗を新規出店した一方で、16店舗を閉店した結果、当第３四

半期連結会計期間末の総店舗数は512店舗となりました。 

なお当社グループは衣料品販売事業以外に、広告代理業等を営んでおりますが、重要性が乏しいため記載を省

略しております。 

これらの結果、当第３四半期連結累計期間におきましては、売上高369億５百万円（前年同四半期比2.4％

増）、営業利益５億９百万円（前年同四半期比116.8％増）、経常利益７億６百万円（前年同四半期比55.5％

増）、親会社株主に帰属する四半期純利益２億６千万円（前年同四半期比38.1％増）となり、増収増益の結果と

なりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の資産につきましては、主に現金及び預金が32億４千６百万円減少した一方で、

商品が20億７千９百万円増加したこと等の理由により、流動資産が18億５千９百万円減少いたしました。また、

閉店や減価償却などにより固定資産も４千３百万円減少し、その結果、総資産は前連結会計年度末に比べて19億

２百万円減少し、587億４千１百万円となりました。

負債につきましては、主に借入金が増加した一方で、未払金や未払法人税等が減少したこと等の理由により、

前連結会計年度末に比べて19億５千４百万円減少し、235億３千２百万円となりました。

純資産につきましては、親会社株主に帰属する四半期純利益が２億６千万円あった一方で、２億５千２百万円

の期末配当を実施したこと等により、前連結会計年度末に比べて５千２百万円増加し、352億８百万円となりまし

た。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年５月12日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した

建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この変更による当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 9,125,354 5,878,437 

受取手形及び売掛金 134,839 101,289 

商品 13,792,305 15,871,313 

貯蔵品 58,546 60,846 

その他 5,282,767 4,621,488 

貸倒引当金 △2,262 △922 

流動資産合計 28,391,551 26,532,452 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 7,260,169 7,234,825 

土地 11,733,840 11,678,270 

その他（純額） 1,823,909 1,691,097 

有形固定資産合計 20,817,918 20,604,193 

無形固定資産    

のれん 17,974 14,122 

その他 227,862 236,326 

無形固定資産合計 245,836 250,449 

投資その他の資産    

差入保証金 7,425,347 7,546,265 

その他 3,780,401 3,815,632 

貸倒引当金 △17,804 △7,868 

投資その他の資産合計 11,187,944 11,354,030 

固定資産合計 32,251,699 32,208,673 

資産合計 60,643,251 58,741,125 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 9,339,824 9,658,035 

短期借入金 400,000 2,300,000 

1年内返済予定の長期借入金 1,560,000 1,525,900 

未払法人税等 1,233,436 － 

ポイント引当金 687,102 632,619 

賞与引当金 － 11,000 

店舗閉鎖損失引当金 123,795 90,259 

災害損失引当金 － 6,087 

資産除去債務 1,984 17,107 

その他 4,927,084 3,400,350 

流動負債合計 18,273,227 17,641,360 

固定負債    

長期借入金 3,529,047 2,312,005 

退職給付に係る負債 1,306,668 1,376,985 

資産除去債務 1,148,466 1,200,486 

その他 1,229,689 1,001,581 

固定負債合計 7,213,872 5,891,058 

負債合計 25,487,099 23,532,419 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,991,368 3,991,368 

資本剰余金 3,862,125 3,862,125 

利益剰余金 27,424,585 27,427,925 

自己株式 △239,470 △229,199 

株主資本合計 35,038,608 35,052,219 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 104,452 144,062 

その他の包括利益累計額合計 104,452 144,062 

新株予約権 13,090 12,425 

純資産合計 35,156,151 35,208,706 

負債純資産合計 60,643,251 58,741,125 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 36,044,786 36,905,857 

売上原価 15,042,357 15,524,997 

売上総利益 21,002,428 21,380,860 

販売費及び一般管理費 20,767,337 20,871,274 

営業利益 235,090 509,585 

営業外収益    

受取利息 18,840 3,467 

受取配当金 11,717 10,846 

受取地代家賃 230,904 262,384 

その他 122,436 75,331 

営業外収益合計 383,899 352,029 

営業外費用    

支払利息 53,065 30,389 

賃貸費用 95,508 116,455 

その他 16,349 8,493 

営業外費用合計 164,923 155,337 

経常利益 454,066 706,277 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 617 

固定資産売却益 34,570 82,641 

リース解約益 46,451 － 

特別利益合計 81,021 83,259 

特別損失    

固定資産除売却損 89,115 79,029 

減損損失 30,538 62,685 

店舗閉鎖損失引当金繰入額 11,376 65,006 

災害による損失 － 118,020 

その他 18,314 7,656 

特別損失合計 149,345 332,397 

税金等調整前四半期純利益 385,743 457,138 

法人税、住民税及び事業税 167,981 174,726 

法人税等調整額 28,917 23,529 

法人税等合計 196,898 198,255 

四半期純利益 188,844 258,882 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） － △2,000 

親会社株主に帰属する四半期純利益 188,844 260,882 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

四半期純利益 188,844 258,882 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △4,612 39,609 

繰延ヘッジ損益 △59 － 

その他の包括利益合計 △4,671 39,609 

四半期包括利益 184,172 298,492 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 184,172 300,492 

非支配株主に係る四半期包括利益 － △2,000 

 

- 7 -

㈱はるやまホールディングス （7416） 平成29年３月期第３四半期決算短信



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（重要な後発事象）

当社は平成28年12月20日開催の臨時株主総会の承認を経て、平成29年１月４日をもって持株会社体制へ移行す

るべく会社分割（新設分割）（以下「本新設分割」といいます。）を実施し、同日付で商号を「株式会社はるや

まホールディングス」に変更するとともに、事業目的を持株会社体制に相応しい内容に見直すことを実施いたし

ました。 

１．本新設分割による持株会社体制への移行の背景・目的 

当社は、紳士服等のファッション衣料品の販売を通じてライフスタイルを提案する専門店チェーンとして、

「より良いものをより安く」の創業理念、地域に密着した「お客様第一主義」の経営理念のもと、高品質・高

機能商品の企画、開発、販売に努めてまいりました。また、お客様のご意見、ご要望を速やかに顧客サービス

に反映させる経営の実践にも積極的に取り組んでまいりました。

当社を取り巻く経営環境は、スーツの国内市場が成熟し、競争のグローバル化が進むなか、同業他社の業種

業態を超えた事業展開などの動向が注目され、大きな変革の時期を迎えております。このような経営環境のも

と、当社は、現在、「商品力の強化」、「集客力の強化」、「生産性の向上」の３つの主要施策を掲げ、企業

価値ひいては株主共同の利益を向上させる基本戦略を採用しております。

「商品力の強化」に関しましては、商品の機能性を重視し、従来にない付加価値をお客様に提供し続けるた

め、縮小傾向が懸念される紳士服市場において、同業他社とは異なる目線で商品を開発することに取り組んで

おります。また、「集客力の強化」に関しましては、今後の「オムニチャネル時代」の到来を見据え、リアル

ショップとネットショップの連携を強化し、広告宣伝媒体を見直すとともに、顧客関連のビッグデータを活用

し、効率よく集客できる仕組みづくりにも注力しております。さらに、「生産性の向上」に関しましては、人

員の再配置やスタッフ教育の強化などの従来施策に加え、各種業務マニュアルの活用やＩＴ（情報技術）の有

効利用により、店舗での作業の省力化と時間短縮を図るとともに、分かりやすい商品説明やお客様の立場にた

った提案など、サービスレベルの維持・向上を前提に、購入プロセスを多面的に分析したうえで、効率よく販

売活動ができる施策を検討、実践してまいります。

当社は、これらの基本戦略をより効率的かつ効果的に当社グループ全体へ浸透させ、グループの持続的成長

を果たすため、持株会社体制へ移行することといたしました。

当社グループが今後の成長戦略を支える経営体制として持株会社制に移行する目的は次のとおりです。

（１）グループ戦略機能の強化

グループ経営の意思決定と各事業領域における業務執行の分離により、当社グループ全体の経営効率の向

上を実現させることを目的としております。また、持株会社制に移行することで、新規事業やＭ＆Ａを含む

グループ経営戦略の立案機能を強化し、グループ内経営資源の配分を最適化してまいります。

（２）事業会社に応じた価値創造力の発揮

グループ企業各社に権限と責任を委譲することにより意思決定の迅速化を図ることで、経営環境の変化に

適宜適切に対応し、顧客のニーズに対応した商品・サービスの「創造力」を高め、グループ成長戦略を構築

してまいります。

（３）経営者人材の確保・育成

経営の意思決定と業務執行を分離することで、持株会社と各子会社の役割分担が明確になり経営責任の所

在が明らかになることから、今後の当社グループ成長戦略を担う経営者としての人材をグループ全体から確

保するとともに、グループの変革を推進する次世代のリーダー育成に持続的に取り組んでまいります。

当社の持株会社体制への移行方法は、新設分割により、現在展開しております衣料品及びその関連洋品の販

売事業を担う事業会社（以下「新設会社」といいます。）を新設し、当該事業を当該新設会社へ分割承継いた

します。この結果、当社は各子会社の持株会社として、グループ戦略機能及び各事業会社の管理機能を担い、

引き続き上場を継続します。当社は、持株会社体制への移行により、当社グループの企業価値の最大化を図っ

てまいります。

２．会社分割の要旨 

（１）分割の日程

平成28年９月15日 臨時株主総会基準日公告日

平成28年10月19日 新設分割計画承認取締役会

平成28年12月20日 新設分割計画承認臨時株主総会

平成29年１月４日 分割期日
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（２）分割方式 

① 分割方式

当社を分割会社とし、新設分割設立会社１社を承継会社とする分社型新設分割を実施し、現行の当社

の衣料品及びその関連洋品の販売事業を、本新設分割により設立する「はるやま商事株式会社」に承

継させました。

注）当社は、本件分割期日に持株会社体制へ移行し、「株式会社はるやまホールディングス」へ商号

変更いたしました。

② 当該分割方式を採用した理由

持株会社体制への移行を効率的、かつ、円滑に実施するため、当該分割方式を採用いたしました。

（３）会社分割に係る割当ての内容

本新設分割に際して新設会社「はるやま商事株式会社」が発行する普通株式2,000株をすべて当社に割り

当てます。

（４）会社分割に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い

当社の発行する新株予約権については、本新設分割による取扱いの変更はありません。

当社は、新株予約権付社債を発行していませんので、該当事項はありません。

（５）会社分割により増減する資本金

本新設分割による当社の資本金の増減はありません。

（６）新設会社が承継する権利義務

新設会社は、新設分割計画書に定める範囲において、分割期日における当社の分割対象事業に属する資

産、負債、各種契約などの権利義務並びに従業員との雇用契約を承継いたします。また、新設会社が当社

から承継する債務については、重畳的債務引受の方法によるものとします。

（７）債務履行の見込み

当社及び新設会社においては、本新設分割後も資産の額が負債の額を上回ることが見込まれること、並

びに事業活動においても負担する債務の履行に支障を及ぼす事態の発生は現在のところ予想されていない

ことから、債務の履行の見込みがあるものと判断しております。

 

３．分割当事会社の概要 

 
分割会社

（平成28年３月31日現在）

新設会社

（平成29年１月４日設立）

商号

はるやま商事株式会社

（平成29年１月４日付で株式会社はるや

まホールディングスに商号変更）

はるやま商事株式会社

事業内容 衣料品及びその関連洋品の販売事業 衣料品及びその関連洋品の販売事業

設立年月日 昭和49（1974）年11月６日 平成29（2017）年１月４日

本店所在地 岡山市北区表町一丁目２番３号 岡山市北区表町一丁目２番３号

代表者
代表取締役社長執行役員 治山 正史 代表取締役会長 治山 正史

代表取締役社長 伊藤 卓

資本金 3,991百万円 100百万円

発行済株式数 16,485,078株 2,000株

決算期 ３月末日 ３月末日

大株主及び持株比率

治山 正史           13.91％

治山 正次           10.67％

治山 邦雄           9.09％

有限会社岩渕コーポレーション  8.03％

株式会社四国銀行        4.58％

はるやま取引先持株会      2.82％

はるやま社員持株会       2.67％

治山 美智子          2.17％

岩渕 典子           2.12％

株式会社中国銀行        1.89％

株式会社はるやまホールディングス 100％
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４．分割する事業部門の概要 

（１）分割する部門の事業内容 

衣料品及び関連洋品の販売事業

（２）分割する部門の経営成績（平成28年３月期）

 
分割する事業部門の

経営実績(a)
分割会社の実績(b) 比 率(a／b)

売上高（百万円） 50,894 50,894 100.0％

売上総利益（百万円） 29,652 29,652 100.0％

（３）承継する資産、負債の項目及び金額（平成28年３月期）

資 産 負 債

項 目 帳簿価額 項 目 帳簿価額

流動資産（百万円） 13,490 流動負債（百万円） 12,893

固定資産（百万円） － 固定負債（百万円） 490

合 計（百万円） 13,490 合 計（百万円） 13,383

 

５．分割後の状況 

  分割会社 新設（承継）会社

(1) 名称 株式会社はるやまホールディングス はるやま商事株式会社

(2) 所在地 岡山市北区表町一丁目２番３号 岡山市北区表町一丁目２番３号

(3) 代表者の役職・

    氏名
代表取締役社長執行役員 治山 正史 

代表取締役会長 治山 正史

代表取締役社長 伊藤 卓

(4) 事業内容
グループ戦略立案及び各事業会社の統括

管理及び不動産賃貸借
衣料品及びその関連洋品の販売事業

(5) 資本金 3,991百万円 100百万円

(6) 決算期 ３月末日 ３月末日

 

６．今後の見通し 

本新設分割は当社による単独新設分割であるため、当社の連結業績に与える影響は軽微となる見込みです。 

 

７．実施した会計処理の概要 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）及び「企業結合会計基準及び事

業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成25年９月13日）に基づき、共通支

配下の取引として処理しております。 
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